
■火災
・火災件数は８件
・火災種別は建物火災５件、林
野火災２件、車両火災１件

・損害額は１０３９千円
・火災による死者はなく、負傷
者は１人

●更なる人的、物的被害の軽減
のため、住宅用火災警報器の設
置をお願いします。

■救急
・出動件数は１３９４件。新総社
市になって過去最多

・１日当たり７．７回出動
・事故種別は急病が８４７件で最
多

・６５歳以上の搬送人員が前年に
比べ１５３人の増加

●残暑が厳しいなか、熱中症に
は十分注意してください。

■救助
・出動件数は２５件
・事故種別は交通事故が１５件で
最多

●救助件数は減少しましたが、
死者を伴う交通事故、列車事故
などの悲惨で重大な事故が発生
しています。
問い合わせ 消防署業務係

（1９２－８３４６）

あなたの命を守る救急
９月９日は救急の日

●平成２４年上半期　総社市火災・救急・救助の概要
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季節の絵本！季節の絵本！
今月のテーマ

　  「お月見」
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お月見には、その年の収穫を祝い、
翌年の豊作を願う意味があります。秋
の空は空気が澄んでいて月がきれいに
見えます。十五夜には、すすきなどの
秋の七草を飾り、お団子や里芋をお供
えします。家族で、夜空を見上げて、
月の中にうさぎの形をさがしてみるの
はいかがでしょう。
この絵本のように、月にいるうさぎ

があなたの近くにやってきたら、楽し
いですね。

協同学習でグループごとに意見を発表
している総社北小学校６年生。グループ
で話し合うことにより、考えを広めたり
勇気づけられたりし、全体での自信をも
った発表につながっています。

『おつきみうさぎ』
中川ひろたか・文　村上康成・絵

童心社

「勇気」って何でしょう。
正しいと思っても「みんなが

どう思うかな…」「みんなは聞
いてくれないのでは…」などと、
なかなか実行できないときがあ
ります。いけないと分かってい
ても、「反対すると、きらわれ
てしまいそう…」「自分だけで
はやめられない…」などとくり
返してしまうことがあります。
「しなければいけない」「どうす
ればいいのだろう」と思ったと
き、正しいかどうかを判断し、
正しいことをしようとする。これが本当の
「勇気」ではないでしょうか。
一人ぼっちになっている人に「大丈夫」と

声をかける。人をいじめている友だちに「や
めようよ」と言う。学級の話し合いで、正し
いと思ったことを発表する。自分がまちがっ
ていたら、素直にあやまる。どれも「勇気」
を出して実行したいですね。
「困ったときは一人で悩まず誰かに相談す

る」これも立派な「勇気」ですよ。
問い合わせ 学校教育課（1９２－８３５８）
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